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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
１『
水
を
守
ろ
う
』

　
水
源
域
、
湧
水
群
、
河
川
や
水
辺
な
ど
の

清
掃
活
動
や
愛
護
活
動
を
通
し
て「
水
環
境
保

全
の
取
り
組
み
」へ
の
参
加
を
う
な
が
し
、

町
・
町
民
・
事
業
者
が
連
携
し
た
持
続
的
な

保
全
活
動
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
水
源
域
な

ど
へ
の「
ご
み
」の
不
法
投
棄
の
抑
止
や
生
活

排
水
の
放
流
な
ど
に
よ
る
水
質
悪
化
を
改
善

す
る
た
め
の
施
策
を
講
じ
、
快
適
な
生
活
と

潤
い
の
あ
る
景
観
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

●
七
滝
”
水
の
森
“
植
樹
事
業

　
美
郷
町
の
大
切
な
水
資
源
の
根
幹
を
な
す

七
滝
地
域
の
水
源
涵
養
林
の
保
全
と
森
林
の

果
た
す
役
割
と
機
能
を
再
認
識
す
る
た
め
、

児
童
・
住
民
参
加
に
よ
る
広
葉
樹
の
植
樹
を

行
い
、
大
切
な
森
林
環
境
を
維
持
し
、
豊
か

な「
水
の
森
」を
未
来
へ
継
承
し
ま
す
。

●
不
法
投
棄
防
止
対
策
事
業

　
真
木
真
昼
県
立
自
然
公
園
及
び
周
辺
山
間

地
域
に
不
法
投
棄
物
を
持
ち
込
ま
せ
な
い
よ

う
に
、
町
で
委
嘱
し
た
不
法
投
棄
監
視
人
に

よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

効
果
的
に
警
告
看
板
を
設
置
し
ま
す
。

●
地
下
水
涵
養
事
業

　
六
郷
地
区
の
地
下
水
の
水
量
を
確
保
す
る

た
め
に
、
４
ヶ
所
の
涵
養
池
を
維
持
管
理
す

る
と
と
も
に
、
地
下
水
位
を
計
測
し
、
そ
の

状
況
を
監
視
し
ま
す
。

●
河
川
愛
護
活
動
事
業

　
河
川
愛
護
会
の
除
草
作
業
等
を
通
し
て
、

不
法
投
棄
ゴ
ミ
の
発
見
、
ゴ
ミ
投
棄
の
防
止

に
つ
な
げ
、
河
川
流
域
の
環
境
美
化
を
進
め

ま
す
。

●
河
川
等
水
質
保
全
、
監
視
事
業

　
廃
棄
物
処
分
場
や
ゴ
ミ
処
理
中
間
施
設
等

水環境保全 
プロジェクト 

の
下
流
域
の
河
川
等
の
水
質
を
定
期
的
に
調

査
し
、
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
な
い

か
、
分
析
結
果
を
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

●
合
併
浄
化
槽
水
質
環
境
保
全
事
業

　
浄
化
槽
設
置
者
の
維
持
管
理
状
況
を
把
握

し
、
放
流
水
に
よ
る
水
質
悪
化
を
防
止
す
る

た
め
、
法
定
検
査
を
受
検
し
、
浄
化
槽
を
適

正
に
維
持
管
理
し
て
い
る
設
置
者
に
５
、０

０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

●
合
併
浄
化
槽
導
入
促
進
事
業

　
生
活
雑
排
水
の
放
流
に
よ
る
水
質
悪
化
を

防
止
す
る
た
め
、
合
併
浄
化
槽
設
置
者
に
対

し
補
助
金
を
交
付
し
、
水
洗
化
に
よ
る
生
活

環
境
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

●
水
辺
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

　
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
町
内
の
河

川
、
湧
水
な
ど
の
水
辺
の
清
掃
活
動
を
行

い
、
地
域
の
環
境
美
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
水
辺
環
境
管
理
事
業

　
観
光
客
が
多
く
訪
れ
る
清
水
の
清
掃
を
通

し
、
観
光
資
源
と
し
て
維
持
保
全
し
ま
す
。

●
湧
水
群
水
質
検
査
事
業

　
観
光
客
に
対
し
飲
用
の
安
全
性
を
確
保
す

る
た
め
、
定
期
的
に
水
質
を
検
査
し
ま
す
。

　クトが始動します

　今年度は、水環境に対する感謝の気
持ち、水を大切にする意識の啓発、そ
して保全行動への参画につなげていく
ため、新たな事業を盛り込み、大きく
３つのプロジェクトとして推進してい
きます。

▲水を育むブナ

▲つくば市児童との水環境学習交流 ▲仙南地区天神堂の清水川



広報美郷　平成21年4月号11

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２『
水
を
学
ぼ
う
』

　
学
校
の
総
合
学
習
の
場
や
親
子
の
ふ
れ
あ

い
の
場
、
さ
ら
に
は
生
涯
学
習
の
場
な
ど
、

水
環
境
に
関
す
る
学
習
機
会
の
充
実
に
よ

り
、
水
環
境
学
習
活
動
の
輪
を
広
げ
、
水
を

大
切
に
す
る
意
識
を
喚
起
し
て
い
き
ま
す
。

●
水
環
境
マ
イ
ス
タ
ー
育
成
事
業

　
学
校
・
生
涯
学
習
講
座
等
の
環
境
学
習
の

講
師
や
支
援
者
と
し
て
広
く
活
用
す
る
た

め
、
環
境
講
座
を
開
催
し
、
修
了
者
を
町
エ

コ
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
認
定
し
ま
す
。

●
親
子
水
資
源
環
境
保
全
事
業

　
土
地
改
良
区
施
設
な
ど
の
私
た
ち
の
日
常

生
活
に
深
い
か
か
わ
り
を
も
つ
農
業
用
水
の

水
環
境
事
情
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
夏
休

み
期
間
中
を
利
用
し
て
親
子
で
参
加
で
き
る

見
学
会
を
通
し
て
、
水
保
全
等
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

●
水
環
境
学
習
モ
デ
ル
事
業

　
モ
デ
ル
校
を
決
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し

た
水
環
境
教
室
と
環
境
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
学
習
成
果
を
水
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
な
ど
の
機
会
に
発
表
し
ま
す
。

●
社
会
科
副
読
本
作
成
事
業

　
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る「
水
」を
通
し
て
、

環
境
問
題
に
関
心
を
持
た
せ
、
地
域
に
対
す

る
愛
着
心
を
育
む
た
め
、
教
材
と
し
て
水
環

境
に
力
点
を
お
い
て
編
集
し
た
社
会
科
副
読

本
を
、
小
学
３
年
生
に
教
科
書
と
一
緒
に
配

付
し
ま
す
。

●
水
環
境
学
習
交
流
事
業

　
小
学
生
の
相
互
交
流
を
通
し
て
水
質
調
査

を
実
施
し
、
美
郷
町
と
茨
城
県
つ
く
ば
市
近

郊
の
水
環
境
の
比
較
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

一
度
汚
染
が
進
む
と
浄
化
す
る
の
が
い
か
に

困
難
で
あ
る
か
を
学
習
し
ま
す
。

●
水
に
ち
な
ん
だ
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
て
実
施
し
て
い
る

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
新
た

に「
水
に
関
す
る
本
の
部
」を
設
定
し
、
読
書

を
通
じ
て
水
環
境
へ
の
関
心
を
高
め
ま
す
。

●
妖
精
の
す
む
水
辺
写
真
展

　
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
て
、
レ
ン
ズ
を
通

し
て
と
ら
え
た
美
郷
町
の
環
境
の
素
晴
ら
し

さ
を
、「
水
辺
」を
テ
ー
マ
に
募
集
し
、
町
民

の
み
な
ら
ず
学
友
館
を
訪
れ
た
多
く
の
人
々

に
発
信
し
ま
す
。

●
清
水
マ
ッ
プ
作
成
事
業

　
広
報
及
び
農
地
・
水
環
境
保
全
活
動
組
織

を
通
じ
て
情
報
提
供
を
呼
び
か
け
、
町
内
全

域
に
存
在
す
る
清
水
、
湧
水
池
を
調
査
し
、

町
全
体
の「
清
水
マ
ッ
プ
」を
作
成
し
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
３『
水
を
楽
し
も
う
』

　
水
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
美
郷
フ
ェ
ス

タ
、
清
水
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
と
連
携

し
、
小
中
学
生
の
学
習
成
果
、
水
環
境
保
全

活
動
の
発
表
機
会
を
設
け
、「
水
の
大
切
さ
」

「
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
あ
り
が
た
さ
」に
つ

い
て
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
身
近
に
水

に
親
し
め
る
場
所
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、

「
森
と
水
を
大
切
す
る
」美
郷
町
の
イ
メ
ー
ジ

を
町
内
外
に
発
信
し
ま
す
。

●
水
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
事
業

　
第
２
回
と
な
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
美
郷

フ
ェ
ス
タ
開
催
時
期
に
あ
わ
せ
て
開
催
し
、

た
く
さ
ん
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

全
て
の
源
で
あ
る
水
環
境
へ
の
関
心
を
深
め

ま
す
。

●
水
辺
を
歩
こ
う
事
業

　
町
内
外
か
ら
参
加
者
を
募
り
、
町
内
外
の

水
辺
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
、
観

光
と
水
保
全
の
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
参

加
者
の
交
流
を
深
め
ま
す
。

●
施
設
維
持
管
理
事
業

　
湧
太
郎
内
に
あ
る
水
文
館
、
寺
町
通
り
親

水
公
園
、
せ
せ
ら
ぎ
公
園
な
ど
の
水
環
境
学

習
施
設
や
親
子
や
子
ど
も
同
士
で
も
安
心
し

て
遊
べ
る
水
辺
空
間
を
整
備
し
、
清
水
の

郷
、
水
を
大
切
に
す
る
ま
ち
と
し
て
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

美しい水の郷「美郷町」の創造に向け
て、水環境を守るための取り組みへ
の積極的な参加をお願いします。

水環境保全 
プロジェクト 

水環境は町民共有の財産です

かけがえのない地域の環境を守るために

水環境保全プロジェ　

　あらゆる命を育み、人々の暮らしを
潤し、美郷町の文化、産業、経済を育
む清浄な水環境。町では、この町民共
有の財産「水環境」を大切にし、次の世
代へ引き継いでいくために「水環境保全
条例」を制定しています。

▲清水まつり


